
 
 

非認知能力

祝卒業！ ①協働 ②相手の

気持ちを考える ③気がきく ④言語化する力

①「協働」── 1 人ではできないことを、チームで成し遂げる力 

②「相手の気持ち・立場を考える」── 人間関係の基礎 

③「気がきく」「気を遣える」── 誰かが“助かる”行動をできる力 

④「言語化」── 話さないと伝わらない。言わなければ動き出さない 

～社会は“察しろ文化”ではなく 「言わないと伝わらない世界」でもある～ 
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🔸やってほしいこと → 伝える 

🔸困っていること → 伝える 

🔸嬉しい・感謝 → 伝える 

こうした言語化は仕事・人間関係をスムーズにします。 



 

「SAH」というキーワードで前南の３年間を過ごした今年の卒業生。「非認知能力の育成」というものがピンとこなか

った生徒も、大学生や社会人になって、「非認知能力」というスキルが重要だと認識するかもしれません。自己理解、セ

ルフマネジメント力、レジリエンス、コミュニケーション能力 etc.･･･これからも“意識して”磨いていきましょう！ 

※「影響は“あまり”受けません」という表現は、言い換えると「“少し”受ける」ということです。具体的には、「第一

志望は私大で、国公立も出願している受験生」が、行きたかった私大に受からず国公立まで受けに来る。今年 2026 年は

私大入試が厳しかったため、例年に比べて国公立まで残っている受験生が多い可能性があります。 


